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　  研究室紹介

埋蔵文化財センター保存修復工学研究室 

研究室の前身は埋蔵文化財センター発足後３年半

たった昭和52年設置された「保存工学研究室」です。

そこでは平城調査部の計測修景調査室などと連携し

て、遺跡の保存整備（保存修景）に関する研究をお

こない、全国の地方公共団体が実施する遺跡整備事

業の推進への協力支援をおこなっていました。 

　埋蔵文化財センターには保存修復科学研究室と保

存修復工学研究室という、一字違いの研究室ができ

ましたが、この研究室は遺跡整備に関して、土木工

学など工学的側面からの研究を担当するとともに、

研修をはじめとして前研究室の業務を継承していま

す。 

　遺跡はさまざまな土木工事に際して、あるいは地

道な研究の結果として発見され、時には大々的に報

じられ、そのうち歴史的学術的に特に重要なものに

ついて史跡に指定されます。先人の足跡が刻まれた

文化遺産である遺跡を永く後世に伝えるには、周辺

住民をはじめ多くの国民に、その歴史的学術的意義

が深く認識され、かつ、さまざまな社会教育の場と

して活用されることが必要です。 

　遺跡整備とは、遺跡とその周辺について、現状で

可能な限りの手当てをして後世に伝えるための保存

処置をおこなうとともに、時には復原的に示すなど

して、遺跡の歴史的・学術的意義を明らかにしなが

ら保存・顕彰し、維持管理・活用するためにおこな

われます。それには考古学・歴史学・造園学・建築

学・土木工学・自然環境学・都市工学・観光学など

多方面からの検討とその総合が必要であり、住民生

活を含む周辺環境との共生も大きな課題です。 

　整備は官衙、集落、寺院、庭園、古墳、生産遺跡

など遺跡の種類や置かれた環境によっても手法が異

なります。研究室ではこれまでに他研究室と共同で

「復原建物」や「官衙遺跡」などの遺跡保存整備の

実態調査をおこない、工法を中心とした研究を進め

てきました。そのなかで、「何処も同じ」にみえる

事態が生じつつあることも事実です。今こそ遺跡の

個性と条件に合わせた整備が求められています。「よ

りよい整備」「ふさわしい手法工法」とは何か？遺

跡保存と整備活用の包括的体系的な研究が必要にな

っています。　　（埋蔵文化財センター　西口　壽生） 

　  興福寺の典籍文書調査 

文化遺産研究部歴史研究室　 

　当研究所では、興福寺所蔵の典籍・古文書の調査

を継続しておこなっています。膨大な史料群につい

て、１点ずつ調書を取り、ラベルを貼り、写真撮影

を続けていくという、気の長い作業になります。し

かし、未知の史料を探索する楽しい仕事です。 

　その成果の一部として、2004年３月には『興福寺

典籍文書目録』三を公刊しました。第 61函から第

70函までを収録しています。時代はほとんどが、鎌

倉時代から江戸時代にかけてです。平安時代の末に、

興福寺は平家の南都焼討ちによって灰燼に帰します

から、それ以前の史料は極めて少ないのです。しか

し今回収録分にも、平安時代のものが数点存在しま

した。それらは歴史の空白を埋める貴重な史料です。 

　時代も内容も多様ですが、多数を占めるのは、維

摩会などの法会に関わるものです。写真にあげたの

は江戸時代の帳簿ですが、やはり法会関係のもので

す。ご覧のように形が少し変わっていて、膨大な量

の紙を束ねています。しかしこれでも一冊の本なの

です。持ち上げるのも開くのも一苦労です。 

　興福寺は維摩会を挙行する藤原氏の氏寺として発

展し、平安時代の院政期には大和国を支配するまで

になります。それ以降、奈良の歴史は興福寺を中心

に展開していきます。その興福寺の史料の全貌が、

当研究所の調査により、次第に明らかになってきて

いるのです。　　　　（文化遺産研究部　吉川　聡） 

ま　え ほうえ 

ゆい 

十七日分講問着到（興福寺所蔵）　第65函第１号 




